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　Abstract: It is said thatβ-ＦｅＯＯＨ９）iSformed at coast-land or in sea-water and ａｕthorSlo）
have also reported that in the ｅχperiments in which samples Ciron taggers and iron powder)
was used and the wetting-drying-repetition of the samples under the influence of sea-water
or NaCl solution was made, β-FeOOH was found in the iron rust formed.
　One of the authors"' has reported that the iron forms of the red soil derived from the
weathering of the matriχ in the gravel layer at Hazeyama coastal terrace were hematite,
which was dominant. and goethite but β-FeOOH was not found.
　It was presumed that the period during which the matrix in the gravel layer at Hazeyama
coastal terrace changed into the red soil ｗ攻s the regression period closely following the
period of the highest sea level (the platform formation period) during the Diluvial Inter-
glatial Epochlo）.　Therefore, it is presumed that β-FeOOH, formed under the influence of
sea-water from the matriχ･，changed into α-Fe2O3 in the matrix weathering process.
　In the examination on the change of　β-FeOOH to a-Fe2O3, the experiment of wetting-
drying-repetition of β-FeOOH under the influence of sea-water for long period is needed.
In this report, the experiment　on the change of synthesized β-FeOOH under various salt
solutions (especially reffering　to PH of those suspension) was made at 90°Ｃfor compara-
tively shorter periods (within ３ months) to obtain ａ foundamental data.
　In this eχperiments, the salts of combination of ＮＨ゛，K*, Na゛ Mg2゛ and Ｃａ２－゛Ｃ０２-，
Cr, NO" and SO^~ were used as the solutions of aging medium of the synthesized sample
and 500 mg of the sample was added t0 100 m1 0f the each solution ぐ１Ｎor 0.5 N) above
mentioned and was allowed to stand at 20 0ｒ 90°Ｃfor 1～３ months. Water also was added
to the sample as ,a standard.
　In the description below mentioned, following abbreviation was used :
　　x-ray dぼraction line of β-FeOOH showed…………β
　　　　　　　　　　　　　　　　　　α-Fe2O3(hematiteJ……ｈ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　α-ＦｅＯＯＨぐgoethitej……ｇ
　Parentheses showed the numbers of x-ray diffraction lines.
　The resuls odtained showed that no change of βunder 1 0ｒ0.5 N salt solutions at 20°Ｃ
was　found, but at　90°Ｃ for ３ months, under　every　salt･ solution　ｅχcept carbonate
solutions and also under water, owing to synthesized β-FeOOH in which Ｃ１-and Ｈ゛ were
contained, the initial PH of the sample and solution suspentions showed 3.5～5.4,βsample
dissolved gradually and as the result of the hydrolysis of Fe3+, final PH of the suspentions
showed 2.0～3. 5，and the results of x-ray dぼraction showedβぐ0) and ｈ (6) gC3～2) or h(6)
and also in the suspension with water, finally PH was 2.２ and showed β（O）ａｎｄ h. (6)
ｇぐ3).Under carbonate solutions, the initial PH of the suspensions showed 11.3 Cin Naり，
11.8　ぐinＫり, and (5.8) Cin ＮＨ４り，
　Thus, in cases where final　PH showed 2.0～3.5,βwas unstable, and x-ray　diffraction
lines changed to（ｈ≫g) or h but in cases where final suspensions showed neary neutral or
alkali reaction. βwas shomewhat stable.
　In the experiment in which constant PH of the suspensions was kept every day by adding
HCl or H2SO4, NaOH solution, the results after ２ months were as follows :
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　　　　　＊　afterone month　　　　　　　　　　　　　　●
　The x-ray diffraction lines ofβ-FeOOH did not disappeared at the constant PH 5，6.5。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1and 10 after ２ months in every solution and water but disappeared at PH ３ and changed
intoα-Fe2O3 (+a-FeOOH) lines.　　　　　　　　　　　　　’
　The results above mentioned showed that PH of suspensions rather than kinds of cations
and anions much influenced upon the change of βto h, (and g）,”
緒 言
　β-ＦｅＯＯＨは海岸地帯や海中で生成するという特徴かあり9J。筆者lo?も鉄試料（鉄片，鉄粉）を
用い，海水による乾湿くりかえしを行なって生じた鉄誘中にβﾆｰＦ４‘ＯＯＨの生成をみたloJ。
　わか国の海岸段丘は洪積世の間氷期の海水準上昇に際して形成岑れ,I段丘層に赤色土が分布
し11-13），筆者14’も高知県東部の折山海岸段丘層の赤色土についてりF9203（α-ＦｅＯＯＨを伴う）
の存在を報告した。折山海岸段丘欄層のmatrixの赤色化（鉄のhematiteｲﾋ）に大きな影響をあ
たえた時期を，洪積世間氷期の最高水準停滞期（平坦面形成期）後のそれに近い海退期と考え，赤
色化の原因の一つを海水の影響化に風化生成したβ-FeOOHがa-FeOOHへと変化したことに
よるのではないかと推定したlo）。その研究資料とするた万め，合成β-FeOOHを用いてのｐＨを
異にする種々の塩類溶液（および水）での乾湿くりかえ,し実験を必要としたが，経験によれば，乾
湿くりかえしよりも，溶液浸漬の方が変化速度が大きいので昌と｡り声えず基礎資料をうるために，
やや高温（90°Ｃ）で，塩類溶液を用いて，ｐＨとの関係における浸漬実験を行なった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔１〕β-FeOOHの合成　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶.　　j　　　●
　WeiserおよびMilliganの方法1’をもとにして，合成を行なった。 ，
　１１広ロびんを用い，下より800 ml および200 mlのところに標線を付し, FeCU ・6H20 28 g
をびんにいれ，90°Ｃに加温した水を加えてとかし，上部標線まで90・Ｃの水を加えてふりまぜ
た後，軽く栓をなして90°Ｃの定温槽に３時間浸漬しか。次いで熱時に粉末K2S042リｇを加え
　（少量は凝固がわるい），ふりまぜた後，約30分間机上に放置し，上澄液をサイフ分ンで下部標線
まで除き，90°Ｃの水を上部標線まで加え，粉末K2SO4寸ｇを加えてふりまぜ，再び放置沈底さ
せた。 K2SO4添加，放置，上澄液排除の操作を合計５回行なった後，直径９ｃｍのブッフナーろ
斗にろ紙をはめ，全量をうつして吸引ろ過し，熱水１や２１で洗浄した。　洗浄は洗液がBaCl,に
よるK,SO4からのS04の反応がなくなるを度とした。次いでアセトン洗浄，室内風乾後，乳鉢
で軽く粉砕し, 200メッシュの節を通し，全量を混和して合成試料柴元九。
　合成試料は次の条件でＸ線回折を行ない，実験経過を追跡するために，全試料この条件で測定
した回折線強度をチャート紙での高さ（Ｃｍ）の読みで比較しぐが／ITable1には，合成試料のみ
について，回折線強度（I）の最強線を100とした相対値で示した６
β-FeOOH
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　Operating conditions of x-ray apparatus（ＶＤ-l type of Shimazu Seisakusho):
　Target Fe, Filter Mn, Tube Voltage ２０KV, Tube Current 10 mA, Scan Speed 2° min"',
Time Const 2 sec. Chart Speed. 10 mm min"＼ Full Scale 500 c.p.s, Div. Slitｌ mm,
Rec. Slit0.５ mm, Scatt. Slitｌ mm.
　合成試料はβ-ＦｅＯＯＨのＸ線回折線11本を示
し, a-FejOsChematite), a-FeOOH(goethite)
の回折線の出現はみなかった。
　合成試料の色（風乾）は７．５ＹＲ％３）であ
り，収量は風乾物として4.2 g (水分5.72%)
で乾物としては4.0 g)であり, FeCl.・62HO
28 g （原料）からの計算値ＦｅＯＯＨ生成量は
9.2 gであるから，上記合成試料の乾物が全て
β-ＦｅＯＯＨであるとすると収量は低い。合成試
料（乾物）のＦｅは49.1% Cβ-ＦｅＯＯＨの計
算値Ｆｅは62.9%) , Clは1.24%であり，
Cl/Fe原子％は４．０であった（既報4’の７～
８％より低い）。
Table 1. Ｘ-ｒａｙ ｄｉｆｆｒａｃｔｉｏｎ０／
　　ｓｙｎtheｓiｚｅｄβ-ＦｅＯＯＨ
d(Å)
-
7.42
5.29
3.33
2.62
2.55
2.29
1.95
1.75
1.64
1.51
1.44
Cf. operating conditions listed on page 149
〔２〕塩類溶液への浸流と合成β-FeOOH試料の変化
　塩類溶液の種類と濃度
　ＮＨ４゛，Ｎａ゛，Ｋ゛,Mg''゛，Ｃａ２゛，の炭酸塩，塩化物，硝酸塩，硫酸塩，濃度は１Ｎと0.5 N,
標準として水。
　温度と浸漬期間
　20°Ｃ（1ヶ月放置），90°Ｃ（1ヶ月，３ヶ月放置）
　実　験　規　模　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二
　500 mg の合成試料（風乾物）を100 m1 の溶液に１ヶ月，３ヶ月浸漬した後，小型ろ紙にてろ
過し，水洗をはぶき，風乾の後，軽く粉砕し，Ｘ線回折，色を測定した。
　結果と考察
　20°Ｃ，浸漬（１ヶ月放置）
　水，塩類溶液浸漬ともにＸ線回折線の変化かほとんどなく，色の変化もなかった。
　９０°C, 1 N, 0.5 N塩類溶液浸漬（１ヶ月，３ヶ月）
　結果をTable 2 に示した。
　以下の記述には便宜上，略記号を用いる。
　　略記号：
α-Ｆｅ２０３（ｈｅｍａtitｅ）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
a-FeOOH Cgoethite)
（　）内の数字は回折線本数を示す。
β
ｈ
ｇ
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Table 2. X-r.りｄｉｆｆｒａｃtｉｏｎ ｌｉｎｅｓ ｏｆ ａｇｉｎｇ ｓａｍｐｌｅｓ ｕｎｄ。ｒ。ｄｒioｕｓl ｓalt ｓolｕtｉｏｎｓ ａt
　　９０°Ｃ ｆｏｒ　３ ｍｏｎthｓ
aging
medium
1 N solution 0.5 N solution
numbers of dぼractionline numbers of dぼractionline
βline　　　　h line　　　　g line βline　　　　h line　　　　g line
co32‾
IEF゛ １０　　　　　　０　　　　　　０
４　　　　　　０　　　　　　０
３　　　　　　０　　　　　　０
１０　　　　　　０　　　　　　０
５　　　　　　０　　　　　　０
４　　　　　　０　　　　　　０
寸
０　　　　　　６　　　　　　．２
０　　　　　　６　　　　　　３
０　　　　　　６　　　　　　３
１１　　　　　　６　　　　　　０
１１　　　　　　６　　　　　　２
０　　　　　　６　　　　　　３
０●　　　　　６　　　　　　３
０　　　　　　６　　　　　　３
０，　　　　　６　　　　　　２
０　　　　　　６　　　　　　３
言
０　　　　　　６　　　　　　３
０　　　　　　６　　　　　　３
０　　　　　　６　　　　　　２
０　　　　　　６　　　　　　，３
０　　　　　　６　　　　　　３
　０　　　　　　６　　　　　　３
，０　　　　　　６　　　　　　３
　０　　　　　　６　　　　　　０
　９　　　　　６　　　　　２
　０　　　　　　６　　　　　３～２
so42‾
||?J］ ０　　　　　　　６　　　　　　｀２
０　　　　　　　６　　　　　　　３
０　　　　　　６　　　　　岫
０　　　　　　６　　　　　　、０
０　　　　　　６　　　　　　２
０　　　　　　６　　　　　　２
０　　　　　　６　　　　　　３
０　　　　　　６　　　　　　０
Ｈ２０ βline= O, h line=6, g line=3
Abbreviation : j9= S-FeOOH, h =α-FeaOs ChematiteX 8=a-FeOOH (goethite)
Numbers of βline in synthesized sample ＝11
　ＩＮ塩類溶液浸漬の場合，炭酸塩では，βline消失, hline, gline出現という現象はみられな
かった。炭酸塩の中で，Ｎａ゛，Ｋ゛の塩はβlineの本数が減少したが，ＮＨ４゛の塩では余り減少し
なかった。　出発点の塩溶液のｐＨはＮＨ４゛の塩が8.0であったのに対レＮａ゛，Ｋ゛の塩では
11.5, 11.8とアルカリ性が強く，ｐＨに影響された。色3’（風乾）は全て2.5 YRであった。
　塩化物，硝酸塩，硫酸塩溶液では，ほとんどの場合，βline消失, glineを伴うhlineの出現
を示した。しかし，塩化物において，Mg2゛, Ca'゛の塩でのみ，１ヶ月ではまだβlineが残存し。
３ヶ月で消失した。また，硫酸塩において，Mg2゛の塩でのみ，１ヶ月，３ヶ月共にｇ line は出
現しなかった。h line の出現についてｇ line を伴う例として，たとえば, FeCl,にアンモニア
を加えてつくったbrown gel の水洗物を沸とう水中に長時間放置してえた老化物について，
Weiserら5’はｈの生成を報告し，筆者ら6）はｇを伴うｈの生成をみた。ｇの随伴は微妙な条
件によるものであろう。　色は3ヶ月で全試料５Ｒとなり，ｈによIる赤色化を示した。 0.5 N塩類
溶液浸漬の場合には，Ｘ線ではわかりにくいか，色の変化からみると，ＩＮ溶液の場合より，や
や変化が遅いようであった。
　90°Ｃ，水浸漬（１ヶ月，３ヶ月放置）
　塩類溶液（炭酸塩の場合を除く）の場合と同様，βの消失に向かい，３ヶ月でｇを伴うｈの
生成をみた。
　βは原料に塩化物をつかうと. PH 2～8 (pHにあまり依存しない）結晶ができるとされるが8’，
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合成試料についてのこの実験では試料は合成後の遠沈水洗について，上澄液にS042-の反応がな
くなるを度として水洗をやめたものである。　ＳＯｊ-は凝集剤として加えたK2S04によるもので
ある。合成にはFeCl.を材料として出発したのでCI-が存在し, crは水洗によって完全に置換
しうるとする人もあるが，アルカリ水溶液による洗浄と電気透析によっても7～8 Cl/Fe 原子％ま
でしか除去できないともいわれる7）。この結晶内に包含されていたC1は約300°Cでｈに転移す
るときに出ていってC1量が激減するが，C1はFeCl,として昇華する8’。合成試料をくりかえし
遠沈水洗すれば，上澄部に除々に凝集部が分散して，これをすてると，収量か減少してくるので，
上記のように，S042-の反応のなくなる水洗の度とした。　この合成試料（風乾物）500 mg を水
（pH 5.98) 100 ml に加えてふりまぜたけん濁のpHは3.92と酸性を示した。〔３〕に，合成β
試料の変化と媒質のｐＨ変化の関係を記する。
〔５〕β-FeOOH
　　　　　　　（水，
の塩類溶液中での変化と媒質のｐＨ変化
塩類溶液浸漬，90°Ｃ放置）
　実　験　方　法
　合成試料500 mg を三角フラスコにとり, 100 ml の水または塩類溶液（１Ｎまたは0.5 N)
を加え，経時的にふりまぜて，けん濁液のpHを測定し，３ヶ月後に，小型ろ紙にてろ過し，水
洗を叫ぶき，風乾の後，Ｘ線回折を行なった。
　結果と考察
　Table 3 に，90°Ｃでの浸漬液をふりまぜたけん濁液（1＋200）のｐＨ値（pHは20°Ｃで測
定）の経時変化を示し，３ヶ月後のＸ線回折結果との関係をTable 4 に示した。
　塩化物，硝酸塩，硫酸塩の溶液を用いた場合，けん濁液の出発時のpHは3.5～5.4で，３ヶ月
後には2.1～3.5と低下し，生成物はβを消失し（ＣａＣＩ２，MgCI2は１Ｎでβ残留, 0.5 Nで
β消失），ｇを伴ったｈ（まれにｈのみ）となり，水けん濁液では出発時3.9から３ヶ月後に
2.2となり，β消失の後，やはりｇを伴うｈとなった。
　このようなpH低下は，合成β試料か浸漬の経過とともに溶解し，Ｆｅ３゛の加水分解によって
Ｈ゛が生成して溶液の酸性化か進み，酸性で安定なｈを生成したものと考えられる。この場合，ｇ
を伴ったが，稀に伴わないものもあった。　ｇの随伴については, Fe (II)の硝酸塩水溶液にNa
ＯＨまたはＮＨ４０Ｈを加えてｐＨを調節し，一定温度で空気を吹きこんで生じる沈でんは, pH 4
～7でr-FeOOH, pH 7～9でr-FeOOH十g, pH 9～12でＦｅ３０４十g.pHく12でｇと大まか
に分けられるが", WeiserらはＦｅ３（Ｎ０３）の水溶液（加水分解すれば酸性化）を加熱または長期
室温において，ｇの生成をみ，筆者も同様の結果をえた2’。　また, Weiserら5’はFeCls溶液に
NH4OHを加えて生じたbrown ge1の水洗物を沸とう水中で老化させて，ｈをえたが，筆者ら6’
は同様の方法でｇを随伴したｈをえた。なお，CI一共存のＣａ２゛，Mg2゛にて, 0.5 Nではβが消
失し, ci-の濃度の高いＩＮで残留したのは特異であった。
　炭酸塩では，ＮＨ４゛の塩の場合，出発時のけん濁液のpHが8.0でβ（11）であったものか，
３ヶ月後にpH ５.3となりβ（10）と回折線数がわずかに変化したのみであったが，Ｎａ゛，Ｋ゛
の塩の場合には，出発時のｐＨが11強で，３ヶ月後にPH 10 強で，β（4～3）を示し，アルカ
リ性が強いとβ回折線数は減少ずるが，他の回折線は出現しなかった。以上から，酸性下ではβ
一ｈ十（ｇ）を示し，中性付近でも加水分解と共に酸性になると同様の変化を行うが，アルカリ性
が強くなるとβは安定という現象がみられ，塩類の陽，陰イオンの種類よりも，媒質のpHが
大きく影響をおよぽした。
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のα-Fe2O3への変化（片岡・北村）
Table 4. Ｔｈｅ　ｒｅｌａtｉｏｎｓｈｉｐ 　betｕｅｅｎ ｐａ ｏｆ ｔhe ｓａｍｐｌｅ ｓｕｓμｎｓｉｏｎ ａｇｅｄ
　ａt ９０° Ｃ ｆｏｒ ３ ｍｏｎthｓ ａｎｄ ｘ-ｒりｄｉｆｆｒａｃtｉｏｎ ｌｉｎｅｓ of　ｏｇｔｎｇ ｓａｍｐｌｅｓ
155
aging medium
(1N SOlution)
pH of suspension agingsample
start
at 90°Cfor threemonths:
plEi16　　　5　4　　　3　　　　2 kinds and ("numbers) of
x-ray diffraction line
co32‾
IE?゛ 　8.00
11.31
11.59
10.51
10.78
5.30 β(10)
βぐ4)
β(3)
寸
5.18
5.20
5.25
5.10
5.35
2.38
3.52
2.48
2.18
2.22
　　　　　h(6)g(2)
　　　　　h(6jgぐ3)
　　　　　hぐ6)gぐ3)
βCll)　h(6)
βCll)　hC6;g(2;
≪
3.70
3.62
3.28
3.53
3.56
2.20
2.05
2.19
2.09
1.98
hぐ6)gぐ3)
h(6)ea)
hC6J〉e(2)
hC6)gC3)
h(6)gぐ3)
so42‾
|ljyJ 4.60
4.62
4.71
4.50
3.00
3.02
3.18
2.80
hC6;gC2)
hC6)gC3J
hぐ6)gC2)
h(6)
Ｈ２０ 3.92 2.17 h(-6JgC3;
Abbreviations Cβ、h、and e) are the same as those in Table 1.
〔４〕一定のｐＨの媒質での合成β-ＦｅＯＯＨの変化
　　　　　(90°Ｃ，1ヶ月，２ヶ月放置)
　実　験　方　法
　供試塩類:NaCl, Na,SO4, MgS04の１Ｎ溶液，標準に水，合成β試料に対して（１＋200）
液とした。
　実験pH : pH ３，6.5，10（MgS04溶液では5, 3)
　温度:90°Ｃ（1ヶ月，2ヶ月放置）
　一定ｐＨの維持には，〔２〕，〔３〕の場合と同様に，合成β試料のけん濁液をつくり，上記の
実験pH（20°ＣのｐＨ値）に, NaCl溶液の場合にはNaOHまたはＨＣＩ溶液で, Na2SO4溶液
の場合にはＮａＯＨまたはH2S04溶液で, MgS04溶液の場合にはH2SO4溶液で，水の場合に
は, HClまたはNaOH溶液で調整を行なった。ｐＨの調整は実験期間の終るまで，毎日，朝，夕
２回，けん濁液のpHを測定して後，ｐＨを調整しつつ実験を進めた。
　結果と考察
　けん濁液のｐＨ調査は継続して行なわなければならなかった。すなわち，所定のｐＨに調整し
て一夜放置すると，β試料のためにｐＨが再び低下するので，朝ｐＨを測定して後調整，放置，
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　夕方ｐＨを測定して調整，放置という操作をくりかえした。pH 10調整の場合には，ほぽ所定の
　pHに達するのに１週間～10日を要したが（水で９日, NaCI溶液で６日Na,S04溶液で7日），そ
　の後も，調整後のｐＨは若干低下し，調整を実験終了まで続けた。 PH ６.5調整の場合には，ほ
　ぼ所定のｐＨに達するのに15～20日（Na2S04溶液の場合のみ43日）を要し, PH 10 の場合より
’多くの日数を要し，その後も若干のpH低下を続け，調整を実験終了まで続けた。　ｐＨ３調整の
　場合には，ほぼ所定のpHに達するのに水, NaCl溶液で約20日,=Na2S04，MgS04溶液では早く
　て２～３日を要し，いずれの場合でも，その後，僅かの変動があった。実験結果をTable 5 に示
　した。
Table ５． Ｋｉｎｄｓ ａｎｄ（ｎｕｍｂｅｒｓ)　ｏｆ χ，-ｒａｙ ｄｉｆｆｒａｃt!･ｏｎｌｉｎｅｓ ｏｆ ｓｙｎtheｓiｚｅｄ
　　ｓａｍ･μｅｓ ａｇｅｄ ａt ９０° Ｃ ｕｎｄｅｒ ｃｏｎｓは肘 Pl-ｉ ｓｕｓｐｅｎｓiｏｎ
agingmedium
adjustedPH
３ ５ 6.5 10
屋ご二
βぐS)h(9)e(D
　　h(9)gC3)
β(11)
･βぐ10)
B(n)
β削
Na2SO4　1 month
(M)　
l
2 months
hぐ9;gC2;
hC9)gC2) ｉ
βClO)
βぐ12）
βぐ8）
βC8）
一に二
h(<))
hr9)
βCll)
β(出
　　　　　　1 month
H20　　1
　　　　　　2 months
βCl)hC9)gC3;
　　hcwgC3;
βai;
μ10)
β(10)
βcio;
Abbreviationsぐβ，h， and S) are the same as those in Table 1.
　NaCl, Na2SO4, MgSO≪溶液，水の場合を通じて，けん濁液のpH (20°Ｃで示す）が5～10
の場合に，βが安定であるか, pH3では，塩類溶液，水をとわず，２ヶ月で，βは消失し，ｈ（十ｇ）
またはｈへと変化した。
　一方，ｐＨを一定に保たず，自然に放置した場合（〔3〕, Table4),アルカリの炭酸塩以外はβの
加水分解と共に最終pHが3.5～2.0を示し，βの消失，ｈ（十ｇ）またはｈの生成をみたの
で，βは徐々に変化して, PH3内外の酸性になると，安定なｈ（十ｇ）の生成を示したことになる。
　　＊90°Ｃより温度を下げて，50°Ｃにした場合のPH ３～11での，塩類溶液，水での浸漬あるいは乾湿く
　　　りかえし実験では，４ヶ月経過の現在，βはまだ変化をみなかったか，やゝ高温，長期の自然環境で
　　　は変化の可能性かある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　約
　1）合成β-ＦｅＯＯＨ試料を種々の塩類溶液に浸漬して＝定期間放置し，その変化を調べた。塩
類濃度はＩＮまたは0.5 Nで，標準として水を用い，試料に対して（１＋200）を加えた。実験
期間は３ヶ月までとした。温度は20°Ｃと，90°Ｃとした。
　2) 20°Ｃでは，試料はほとんど変化をみなかった。
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　3) 90°Ｃ（1ヶ月，３ヶ月浸漬）の場合には，浸漬時間の経過とともに，炭酸塩溶液以外で，
β-ＦｅＯＯＨのＸ線回折線が消失し，α-ＦｅＯＯＨを伴う（稀に伴わない）α-Fe2O3の生成をみ
た。液の酸性化は，合成β-ＦｅＯＯＨ試料の溶解にもとずくFe3+の加水分解の進行の結果と考え
られ，β-ＦｅＯＯＨ回折線の消失と，酸性下で安定な上記のものの生成をみたものと考えられる。
炭酸塩溶液の場合には，塩の加水分解のために，けん濁液がアルカリ性を呈し，浸漬終了後のけん
濁液のpHもアルカリ性（アンモニア塩溶液の場合には，けん濁液のpHが弱酸性）であったた
めに，β-ＦｅＯＯＨか残留し，α-Ｆｅ２０３（およびα-ＦｅＯＯＨ）の生成をみなかったものと思われる。
　4）合成β-ＦｅＯＯＨの溶解，加水分解によるＨ゛増加の影響を防ぐために，実験期間中，け･
ん濁液のpHを10, 6.5, 3 (NaCl, NajSO.,水の場合）および5, 3 (MgS04の場合）とな
るように終始, HClまたはHjS04, NaOH溶液を用いて調整し，90°Ｃに１ヶ月，２ヶ月浸漬，
放置した場合には, pH ５～10の範囲ではβ-ＦｅＯＯＨ回折線か消失せず，α-Ｆｅ２０３（および
a-FeOOH)回折線も出現せず, pH 3の場合には，塩類溶液，水ともに，β-ＦｅＯＯＨの消失，
a-FezOs (十α-ＦｅＯＯＨ）またはα-Fe,O3の生成をみたか，pHを調節せず，放置した実験でも，
最終pH ３.5～2.0　となった場合に，同様の変化をみたので，このような酸性では，α-Fe,03
（十a-FeOOH)が安定であることを示した。
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